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ミ ラ レー パ の 教示法

レ ーチ ュ ン パ との 歌 の 応酬を中心 に

渡邊　温子

1　 は じめに

　尊者 ミ ラ レーパ （Mi　la　ras 　pa　bZhad　pa
’irdo　rje，

1040− 1123） はチベ ッ トにお い て宗派の垣根

を越 え，今なお 人 々 の 信仰と尊敬 を集め続ける行者で ある 。 彼の 師で ある マ ル パ （Mar　pa　Chos

kyi　blo　gros，1002− 1097）はイ ン ドとネパ ール に赴 き，ナーロ ーパ （Naropa， 101211016− llOO）

や マ イ トリ
ーパ （MaitΦ ada，1002− 1077）を初め とす る多 くの 密教行者た ちか ら教えを授か り

チベ ッ トへ と もた ら した 。 ミラレ
ーパ は マ ル パ の もとで 築城作業 を初め とす る苦行を行 じた末

に教 えを授か り，修習 に励んだ。 ミラ レ
ーパ がマ ル パ の もとで 行な っ た苦行の 逸話は チ ベ ッ ト

で は知 らぬ 者はい ない ほ ど有名で ある 。

　ミ ラ レ ーパ は生涯僧院に属する こ とな く，食は粗食 に して 衣は
一

枚 の麻布を纏 い ，寂静処を

遊行 して多 くの 所化に グル （mgur ）と呼 ばれる宗教歌 を うた い 聞かせ た
（1＞

。 ミラ レ
ーパ は 自身

の 仏教の 理 解を歌に うた っ たが，それ らは どれ も彼 の 内的体験に根ざして い るた め ， 体系的に

捉える こ とは難 しい 上，ミ ラ 1／ 一パ は 自身の 歌 を書物で書き残すこ とは なか っ た 。 その ため，

ミラ レ
ーパ の仏教理解が どの ようで あ っ たか を知るた め には，弟子たちに よ っ て編纂された書

物に頼らなけれ ばな らない 。

　ミラ レーパ は西チ ベ ッ トか らネパ ール の 国境付近の 地域 を遊行 し，多 くの 弟子に教えを授け

た 。 その 中で も最も優れ た弟子は，太陽 と月 とに並び称 されるガ ムポ パ （sGam 　po　pa　bSod　nams

rin　chen ，1079− 1153）とレー
チ ュ ン パ （Ras　chung 　pa　rDo 　rje　grags　pa，1085− 1161）の 二 大弟子

で ある 。 ガ ム ポパ は医者 （lha　rje）の 呼び名が 冠せ られ る よ うに， もともと医者の 家系に生 ま

れ たが ，子 と妻 との 相次 ぐ死別に よっ て無常を感じ，俗世 間を捨て 出家の 道を選ん だ 。 カダム

の 教えを学び T 顕教 を修め た後 老年の ミラ レ
ーパ に師事 して大印契 など密教 の教 えを授か っ

た 。 ガ ム ボ パ と ミラ レーパ と の や り取 りの経緯は，ッ ァ ン ニ ョ ン ・へ 一ル カ （gTsang　smon 　he　ru

ka　Ru　p消 rgyan 　can
，
1452−1507）

ω
の 編纂した 『ミラレ

ーパ の十万歌』（以下 『十万歌』）の 「聖

者 ガ ム ポパ の 章」に詳 しい 。 ツ ァ ン ニ ョ ン の 『十万歌』に よる と，その 教 えは ，
ル ン （rlung ）

や テ ィク レ （thig　le）の 瞑想法 など，具体的な密教 の実践 に つ い てで あ っ た
（3＞

。

　一
方， レーチ ュ ン パ は幼少の 頃よ りミラ レ ーパ に付 き従 っ て仏教を学ん だ

ω
。 ミ ラ レーパ は

幼い 頃に父を亡 くし，母 と妹と三 人 ，親戚に よる責苦 に耐えなければな らなか っ た 。 ス タ ン 氏 も

指摘する よ うに，7才の 時に父 を亡 くし，実母とその再婚相手の義父か ら虐待 されると い うレ ー

チ ュ ン パ の 生 い 立 ちは，幼 くして父 を亡 くしたた め に，親族か らの虐待に苦 しん だ ミラ レ ーパ の
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人生 と類似 して い る （ス タ ン 1993
，
　108）。 幼 きレー

チ ュ ン パ は経 を読誦する こ とに よ っ て布施

を集め家庭 を助けて い たが rl1 歳 にな っ た時，ラ ラ （ra ・la）の プサオク洞窟 （phu　za　
’
og　phug）

で ミラ レ
ーパ の 歌 を聞 い て 信仰する に至 り，彼に師事 した （『レ ー

チ ュ ン パ 伝』13； 『十万歌』

38b）。 レ
ー

チ ュ ン パ は 初め ミ ラ レ ーパ の もとで 仏教 を学び T その 後 ， 更なる教 えを求め て 自ら

イ ン ドまで 足 を運ん だ 。 レー
チ ュ ン パ はテ ィ プ パ （Tipupa）な どイン ドの 行者か ら教えを授か

り，「無身ダ ー
キ ニ ー

の 法類 （lus　med 　mkha
”

gro
’i　chos 　skor ）」 を始め とする教えを師ミラ レー

パ へ と伝 えた
〔S〕

。 また，ッ ァ ン ニ ョ ン の 編纂 した 『ミ ラ レーパ 伝』で は，レー
チ ュ ン パ が ミラ

レーパ に彼の 偉業を尋 ね それ に ミラ レ ーパ が答えて 自伝 を語る とい う形式で 話が 進行す る
 

。

　本稿 で は レ ー
チ ュ ン パ に焦点を合 わせ ，ツ ァ ン ニ ョ ン ・ヘ ール カ の 編纂 した 『十万歌』 の

「タ キ ャ ドジ ェ ゾ ン の 話 後編 （brag 　skya 　rdo 　rje　rdzong 　gi　skor 　tsho　phyi　ma ）」に見 られ る，ミ ラ

レーパ と レー
チ ュ ン パ の 歌の 応酬 を分析する こ とを通 して，ミ ラ レーパ の弟子に対する教示法

が ど の よ うなもの で あ っ た の か を明らか にする とともに， ミラ レ
ーパ 自身の 仏教理解の

一
端 を

確認 した い
（7）

。

2　 ミラ レー パ とレ ー チ ュ ンパ の 歌の や り取 り

　『十万歌』に は，い くつ か の 細 か い 章分けが見 られる 。 こ れ ら， もともとは別 に存在 して い

た話 を， ッ ァ ン ニ ョ ン が
一つ の 物語 に編纂 しなお した もの と思われる

〔S）
。 ツ ァ ン ニ ョ ン よ りも

150 年ほ ど前に 活躍 した ，カ ル マ パ 五 世ラ ン ジ ュ ン ・ドル ジ ェ （Karma 　pa　Rang 　byung　rdo 　rje
，

1284− 1339）の 編纂した 「ゾー
ナ クマ （rnat

’
b．yor　gyi　dbang　phyug　mi 　ta　hzhad　pa　rjo　ije

’
i　gsung

mgur 　mdzod 　nag 　ma ）』 に も章分 けは見 られ るが，ツ ァ ン ニ ョ ン の もの とは分類 ， 内容，名前が

それぞれ異なる 。

　レーチ ュ ン パ は 『十万 歌』 の 多 くの話 に登場する 。 こ れは ガ ム ポ パ が 「聖者 ガ ム ポ パ の 話」

と，も う
一

つ の 歌の場 面で 登 場する だ け で ある の とは対照的で ある 。 レー
チ ュ ン パ と ミ ラ レ ー

パ の 間で 交わ され た歌 を大別す る と，

　　
・
日常の 挨拶な どが うたわ れた歌

　　
・レ ー

チ ュ ン パ の 過ちを諌 め る ため に うた われた歌

　　・レ
ー

チ ュ ン パ の 仏教理解を深め させ る ため に うたわ れた歌

の 三 つ に 分ける こ とが出来る 。

　 レ
ー

チ ュ ン パ は ミ ラ レーパ に と っ て
， 決 して 物わ か りの よ い 弟子で あ っ た とは言えない

。 そ

の た め， レーチ ュ ンパ に対 して ミ ラ レ ーパ が うた っ た歌 の 中に は， レー
チ ュ ン パ の 傲慢 を諌め

る こ とを目的と して うたわ れ た歌が 多 く見 られ る 。 レ ー
チ ュ ン パ は度々 師 の 命令に背 い た上 ，

自身の 我を通 しイ ン ドや 中央チ ベ ッ トへ と旅立 っ て い っ た 。 レー
チ ュ ン パ は ミラ レ ーパ の 命に

背い たが た め に，来世 で輪廻か ら解脱す る こ と は出来ず，再び 三 度生 を受ける とミ ラ レ
ーパ か

ら予言 され た
〔9）

。

2．1 要点 を見 失 っ た レー チ ュ ン パ

「タ キ ャ ドジ ェ ゾ ン の 話 後編」は
，
レ ーチ ュ ン パ が イ ン ドに 赴 く以 前 ，

ミ ラ レーパ の もと で
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修行に励んで い た時の話で ある 。 こ の 話の中で ミラ レ ーパ は，体験的な歌の応酬を通 して ，自

身の 愛弟子で ある レ
ー

チ ュ ンパ の仏教理解を促 した 。 この ようなや り取 りは，その歌を聞 く他

の 者に もその 内容が 理解 され やす くな っ て い る 。 しか し，これ とほぼ 同 じエ ピ ソ
ー

ドが 『ゾ
ー

ナ ク マ 』に もみ られ る こ とか ら，この よ うな話の演 出は少 な くともッ ァ ン ニ ョ ン が創作 した も

の では な い
（10）

。 他には 「諸々 の 話の 中で，弟子 と信者との 受け答えの話 （kha
’thor　sna 　tshogs

kyi　skor 　las　bu　slob 　dang　nya 　ma
’i　zhus 　lan　gyi　skor ）」 に も，三 門に つ い ての歌 のや り取 りを通 し

て レーチ ュ ン パ の 理 解を深め させ る場面がみ られ るが，歌 の 分量が短 く，またそ の 歌 と歌 との

対応関係が わか りに くい （『十万歌』207a−207b）。 タキ ャ ドジ ェ ゾンの話に見 られ る歌 は，仏

教全体の 目指す べ きもの が述べ られ，思想的 ドラ マ が見られ る非常に特徴的な歌で ある 。

　ミラ レーパ は まず，レーチ ュ ン パ に ど の よ うな厭離の体験と証解（skyo 　shas 　dang　nges ’byung

nyams 　dang　rtogs 　pa）がある の か を確認するた め に 「過失多 き，12 の 欺か れ得 る もの （rkyon

mang 　du　slu　slu　
’dra　bcu　gnyi）

（lt］
」を歌に うた っ た 。 こ の歌は 二 句十 二 連 か らな るが ，

一
句 目で

世間の 法や財産 妄分別や 未了義など，欺くもの に つ い て うた っ た後，二 句 目で は
一
句 目の 項

目に よ っ て 自身は欺かれ ない 行い を とる と うた う。

　 こ の 歌を聞い た レーチ ュ ン パ は，「仏 その もの で あ られ る ラマ に，欺 く法は全 くな い に決 まっ

て い る 。 私 や実践 す る能力の な い 者た ちの 過 失をお 考え にな っ て お っ し ゃ られ て い る の だ 」

（『十万歌』85a）
（且2）

と考えて ，見解，修習，行 （lta　sgom 　spyod ）の 要点をまとめ て 歌 （A ）に う

た っ た 。

AO

父 ，ラ マ 尊者よ，お 聞きくださ い

私，愚者の こ の 知の 情けな さ

慈悲の投輪で捉えて くだ さ い

pha　bla　ma 　rje　btsun　snyan 　gson　dang！！

bdag　rmongs 　pa
’i　blo’di　yi　re　mug ！f

thugs　rje　zhags 　pas　gzung　du　gso1〃

Al

常断の 二 辺の境 目で

辺 を離れ た見解 を失 っ て しまい

存在の 実相を決定で きませ ん

rtag 　chad 　gnyis　kyi　so 　mtshams 　su！！

mtha
’
　bral　lta　ba　stor 　te　thal〃

gnas　lugs　gtan　la　ma 　phebs　so〃

A2

昏沈と倬挙の 二 つ の境 目で

楽 と して の 光明の 修習 を失 っ て しまい

執着をやめ る こ とを望み ませ ん

by洫g　rgod 　gnyis　kyi　so 　mtshams 　su 〃

bde　gsal　sgom 　pa　stor　te　thal〃

zhen 　pa　bzlog　tu　ma
’dod　do〃

A3

取捨の 二 つ の境 目で

自然 とわ きあがる行 を失 っ て しまい

迷乱を滅す る こ とを望み ませ ん

一31一

blang　dor　gnyis　kyi　so　mtshams 　su 〃

shugs
’byung　spyod 　pa　stor　te　thal／／

’khrul　ba　’jig　tu　ma 　
’dod　do／1
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A4

諂と誑の 二 つ の 境 目で

清 浄なる 三 昧耶戒 を失 っ て しまい

諂誑が 静ま りませ ん

zol　zo99nyis 　kyi　so　mtshams 　su〃

mam 　dag　dam 　tshig　stor　te　tha1〃

g．yo　sgyu 　cham 　la　ma 　phebs　so〃

A5

輪廻 と涅槃の 二 つ の 境目で　　　　　　　　
’

  or　Uas　gnyis　kyi　so　mtshams 　su 〃

自らの 心が 仏 で あ る とい うこ と を失っ て しま い

法身を悟る こ とを望み ませ ん

rang 　sems 　sangs 　rgyas 　stor　te　thal〃

chos 　sku 　rtogs 　su 　ma 　
’dod　do！！

A6

希望 と疑い の 二 つ の 境目で

仏果で ある四 身を失 っ て しま い

自らの 心の 本性 を 自分 で知 りませ ん

re 　dogs　gnyis　kyi　so 　mtsha 皿 s　su〃
’bras　bu　sku 　bzhi　stor　te　thal〃

rang 　ngo 　rang 　gis　ma 　shes 　so〃

A7

父 ，ラ マ 尊者リ ン ポチ ェ

以前 も恩と慈悲で護 っ て くだ さ い ま した

今 また離れ る こ とな くお護 りくだ さ い

pha　bla　ma 　rje 　btsun　rin　po　che 〃

sngar 　yang　bka’ drin　thugs　rjes　bskyangs〃

da　dung ’bral　med 　bskya1〕tu　gsol〃

　 ミ ラ レ ーパ は レー
チ ュ ン パ の 厭離に つ い て確認 し よ うと した が， レー

チ ュ ン パ は それ に は 直

接答 えずに 自身の 見解，修習，行 の 要点をまとめ て うた っ た 。 こ の 歌は，常辺 と断辺，昏沈と

掉挙など二 つ の 項に挟 まれ て ，本来の ある べ き正 しい 状態を見失い ，そ うする こ とが 出来 な く

な っ て しま っ て い る 自身の 状態 に つ い て うた っ て い る 。 こ こ で レー
チ ュ ン パ は所断の状態 を理

解 して い る こ とか ら t 彼は正 しい 状態が何で ある の か とい うこ とに対 して 迷 っ て い る の で は な

く，そ れが 正 しい 状態で ある と知 りなが ら，その よ うに実際に行 なうこ と の 出来な い 自身の 現

状 に つ い て うた っ て い る 。

2．2　 レ ー チ ュ ンパ の 不 完全 な理解

　A の 歌 を聞 い た ミ ラ レ ーパ は，レ ーチ ュ ン パ に は A の 歌以外の 体験と証悟が 有る はずだか

ら，隠さず素直に話すよ うに と促す 。 その よ うなラ マ の 言葉 を聞い た 途端に， レ
ー

チ ュ ン パ の

体験 は増大 して，彼は再 び 「七 つ の 獲得 （rnyed 　pa　bdun）」 （B）をうた っ た 。

BO

父 ，ラマ 尊者の 恩 に よ っ て

七 つ の 獲得の 意味を理解 しました

pha　bla　ma 　rje　btsun　bka’ drin　gyis／／

rnyed 　pa　bdun　gyi　don　zhig 　rtogs！／
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Bl

現れ の 中か ら空を獲得 し

もう事物が存在す る と思 い ませ ん

snang 　ba
’i　nang 　nas　stong　pa　rnyed／！

da　dngos　po　yod　snyam 　mi 　bgyid　do！！

B2

空 の 中か ら法身を獲得 し

もう精進が ある と思 い ませ ん

stong 　pa
’i　nang 　nas 　chos 　sku 　rnyed 〃

da　bya　rtsol　yod　snyarn 　mi 　bgyid　do／／

B3

種 々 な る物の 中か ら不二 を獲得 し

もう離合集散がある と思 い ませ ん

sna 　tshogs　nang 　nas 　gnyis　med 　rnyed ！／

da　Uu ’bral　yod　snyam 　mi 　bgyid　do！X

B4

白と赤の 中か ら平等性 を獲得 し　　　　　　 dkar　dmar　na皿 g　nas 　mnyam 　nyid 　myed 〃

もう 〔何か を〕否定 し肯定する こ とが ある と思 い ませ ん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 da　dgag　sgrub 　yod　snyam 　mi 　bgyid　do！／

B5

幻身の 中か ら大楽 を獲得 し

もう苦 しみが ある と思 い ませ ん

sgyu 　lus　nang 　nas　bde　chen 　rnyed 〃

da　sdug 　bsngal　yod　snyam 　mi 　bgyid　do／！

B6

世俗 の 中か ら勝義 を獲得 し

もう迷乱がある と思 い ませ ん

kun　rdzob 　nang 　nas 　don　dani　rnyed ／！

da
’
khru1　ba　yod　snyam 　mi 　bgyid　do〃

B7

自ら の心 の 中か ら仏を獲得 し

もう輪廻がある と思 い ませ ん

rang　sems 　nang 　nas 　sangs 　rgyas 　rnyed 〃

da
’
  or　ba　yod　snyam 　ml 　bgyid　do〃

　BO で述 べ て い る通 り，先の A の 歌 に対 して ミラ レ ーパ が A の歌以外の 理解が ある はずだ と

指摘 した ごとに よ っ て ，レ ーチ ュ ン パ は B の 歌 に うたわれ て い る理 解を得た 。 A で は正 しい あ

り方を知 りなが らも，そ うす る こ と の 出来ない 自身の状態 に つ い て うた っ て い た の に対 し，B

で は事物や精進な ど，様 々 な否定対象 があるとは思 わない とうた う。

　こ の 歌はそ れ ぞ れ 二 句か ら成 っ て い るが ，

一
句と二 句の 関係は，まず 「現れの 中か ら空」「空

の 中か ら法身」 とい うよ うに，前者の 中か ら後者 を獲得す る関係 であ る 。 そ し て 二 句目は，
一

句目の うち前者に 関連 して い る もの の 存在 を否定す る，とい う関係 にな っ て い る 。 こ こで は ま

だ，ある 対象 と，そこ か ら獲得 され る もの とい う二 項の対 立が存在する 。 また，二 句目で はあ

る もの の 存在を否定する が ，そ こ で は まだ存在非存在 の概念 に捕 われ て い る 。
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　B の 歌 に対 して ミ ラ レーパ は，レーチ ュ ン パ が修習す る体験の 向か っ て い る道は ほぼ合 っ て

は い るが ，真なる もの で は ない と評価 を下す 。

2．3　 ミラ レ ーパ の 指摘

　上 記の ような歌を うた っ た レ
ー

チ ュ ン パ に対 し。 ミ ラ レーパ は真 なる修習の 体験 を示すため

に，今度は 自ら 「八 つ の 通 暁 （klong　gyur　brgyad）」 （C ）に つ い て うた っ た 。

Cl

現れ と空の 区別が な くなれ ば

見解に通暁 した の だ

snang 　dang　stong 　pa　dbyer　med 　na ／f

lta　ba　klong　du　gyur　pa　yinf！

C2

夢と昼 の 区別が な くなれ ば

修習に通 暁 した の だ

rmi 　lam　nyin 　par　khyad　med 　na ！f

sgom 　pa　klong　du　gyur　pa　yin／！

C3

楽と空の 区別が な くなれば

行に通 暁 した の だ

bde　dang　stong 　pa　khyad　med 　na 〃

spyod 　pa　klong　du　gyur　pa　yin〃

C4

今生 と来世の 区別が な くなれ ば

存在の 実相 に通暁 した の だ

’di　dang　phyi　ma 　khyad　med 　na ！f

gnas　lugs　klong 　du　gyur　pa　yin〃

C5

心 と虚空の 区別がな くなれ ば

法身に通暁 した の だ

sems 　dang　nam 　mkha
’
　khyad　med 　na 〃

chos 　sku 　klong　du　gyur　pa　yin！1

C6

喜び と苦 しみ の 二 つ に 区別が な くなれ ば

教誠 に 通暁 した の だ

skyid 　sdug 　gnyis　po　khyad　med 　na 〃

gdams　ngag 　klong　du　gyur　pa　yin〃

C7

煩悩 と智慧の 区別が な くなれば

全て の 証悟に通暁 したの だ

nyon 　mongs 　ye　shes   yad　med 　na1！

rtogs　tshad　klong　du　gyur　pa　yin1！

C8

自らの 心 と仏の 区別が な くなれ ば

仏果 に通暁 した の だ

rang 　sems 　sangs 　rgyas 　khyad　med 　na ／1
’bras　bu　klong　du　gyur　pa　yin〃
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　A の歌で レーチ ュ ン パ は 「二 つ の境 目」 と否定すべ き二 つ の 項 目を完全 に分け て考えて い

た 。 次の B の 歌に至 っ て も，未だ二 項の対立の 中で物事を考えて い たの に対し，ミラ レ
ーパ は

二 つ の もの の 間に区別や 違 い が な くなる こ とに よ っ て ，それぞれ，見解，修習，行 t 存在の 実

相，法身，教 誠，証悟，仏果 に通暁する こ とを うた う。

2．4　 レ ー チ ュ ンパ の正 しい 理解

　ミ ラ レーパ の 歌 をうけて，レ
ー

チ ュ ン パ の 証 悟は次第に進み ，彼の心 の実践 の 究極の 証悟 を，

「六 つ の 中有 （bar　do　dmg ）」（D） とい う歌に まとめ て ミ ラ レ ーパ に捧げた 。

DO

尊者 ラ マ たちに礼拝 します rje 　bla　ma 　rnams 　la　phyag
’
tshal　lo〃

Dl

続 い て，現れ と空の 二 つ の 中有に

常断の見解は対象 と して 無い

妄分別の 学説を私 は持 たない

今や，無生は慧 を越 えて い る

これが乞食である私の 見解 で す

悟 っ た友が集お うと も害 されませ ん

yang　snang 　stong 　gnyis　kyi　bar　do　na〃

rtag 　chad 　kyi　lta　ba　yul　na 皿 ed ／1
rnam 　rtog 　gi　grub　mtha

’
　ngas 　mi

’dzi1／ノ

da　lta　skye 　rned 　blo　las　Uas〃
’di　ldom　bu　ba　bdag　gi　lta　ba　lags1／

grogs　rtogs　ldan　
’
tshogs　kyang　gnong　rgyu

med 〃

D2

楽と空の 二 つ の 中有に

瞑想の対象の相続は対象と し て 無い

苦行 に心 を持するこ とを私 は しな い

散乱せず等至 に入る

こ れが乞食 で ある私の修習です

体験を有す友が集お うとも害 されませ ん

bde　stong 　gnyis　kyi　bar　do　na ！！

zhi 　gnas　kyi　dmigs　rgyun 　yul　na 　med 〃

sdug 　btsir　gyi　sems
’dzin　ngas 　mi 　byed／f

ma 　yengs　gnyug 　ma
’i　ngang 　du　

’
jog／f

’dildom　bu　ba　bdag　gi　sgom 　pa　lags〃

grogs　nyams 　myong 　can 　
’

tshogs　kyang　gnong
rgyu 　med 〃

D3

有貪と離貪の 中有に

有漏の 楽は対象 と して無 い

人 を欺くよ うな邪命 を私 は しない

今や何であれ現れ た もの は友 として立ち昇る

これ が乞食であ る私の行です

瑜伽行者の 友が集お うとも害 され ませ ん
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chags 　can 　chags 　bral　bar　do　na 〃

zag 　bcas　kyi　bde　ba　yul　na 　med 〃

tshurchos 　kyis　Iog’

tsho　ngas 　mi 　sgru1 ）〃

da　Ita　ci　snang 　grogs　su　shar ／1
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D4

有過失 と無過失の 中有 に

清浄 と不浄は無い

詐欺を私は しない

今や，自ら の 心 を証人 にた て る

こ れ が乞食であ る私 の 三昧耶戒で す

戒 を有す友が集お うと も害され ませ ん

skyon 　can 　skyon 　med 　bar　do　na 〃

mam 　par　dag　dang　ma 　dag　med 〃

g．yo　sgyu 　zol 　zog 　ngas 　mi 　byed〃

da　lda　rang 　sems 　dpang　du
’
dzugs〃

’di　ldom　bu　ba　bdag　gi　dam　tshig　lags〃

grogs　khrims　ldaガ tshogs　kyang　gnong　rgyu

med 〃

D5

輪廻 と涅槃の 中有に

仏 と有情 は 二 つ と して 無 い

希望 と疑 い の 果 を私は欲 さない

今や，苦 しみが 楽 として立ち昇 る

こ れが 乞食で ある 私 の 果で す

成道者 の 友が集お うと も害され ませ ん

’khor ’das　gnyis　kyi　bar　do　na 〃

sangs 　rgyas 　sems 　can 　gnyis　su　med ！f

re　dogs ’bras　bu　ngas 　mi
’dod！！

da　lta　sdug 　bsngal　bde　bar　shar11

’di　ldom 　bu　ba　bdag　gi
’bras　bu　lags！f

grogs　grub　thob　
’tshogs　kyang　gnon　rgyu

med 〃

D6

言葉 と意味の 二 つ の 中有に は　　　　　　　 tshig 　don　gnyis　kyi　bar　do　n 田1

学者 の 言説は対象 と して 無 い 　　　　　　　 mkhas 　pa
’i　tha　snyad 　yul　na 　med ／1

疑 うこ とを私は しない 　　　　 　　　　 　 the　tshorn　som 　nyi 　ngas 　mi 　byed”

今や，現れ うる 全て の もの が 法身として立ち昇る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 da　lta　snang 　srid　chos 　skur 　shar 〃

これが乞食で ある私の 悟 りです　　　　　　　
’di　ldom　bu　ba　bdag　gi　rtogs　pa　lags！／

智慧ある友が 集お うとも害され ませ ん 　　　 grogs　 shes 　ldan ’tshogs　kyang　gnong 　rgyu

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 med 〃

　D の 歌 の
一

句で は，「現れ と空」「楽と空」な ど，二 つ の 対象 の 中有
 

が うた われる 。 こ こ で

述 べ られる中有 とい う言葉は ，C の 「区別がな くなれ ば」と い うミラ レーパ の 言葉 を受 けて い

る ため，ある対象 と対象の 間に区別が な くな り，両者が包括されて しまっ て る状態 を指 して い

る もの と思わ れ る 。 もし，bar　do とい う言葉 を，本来の 「ある もの とあるもの の 間，境 目」の

意味で と っ て しまうと，A の歌 の so　mtshams と区別が付か な くなっ て しまう
q4）

。 こ こで の 「中

有」 とい う言葉は 「中道」 と同様に，差別 を越 えた無差別の 境地に つ い て述 べ てお り，区別 を

撤廃 して 同 じ境地 に立 つ ，とい うよ うな意味で は ない
。 次の 二 句で は

一句 目で うた っ た 二 つ の

対象に 関係す る もの の 存在 を否定す る。D4 以外 の うたで は 「対象 として」 ある い は D5 の よう

に 「二 つ として 」 とい う限定が付 く。 しか し，D4 だ けそ の よ うな限定がない が．恐 ら くは歌の

語彙数 の 問題 で あ り，意味と しては 「二 つ として 」の 限定を付 けた方が よ い と思 われ る
｛l」〉

。 三
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句は
一
句 と二 句の 結果，上句に関係する行動を行うこ とを否定する 。 四句では上 の 三句が 自ら

の 見解や修習などに対す る理解で ある と述 べ ，最後の 五 句で は上三句 に関連 した友 が集 まろ う

と も，それ に よ っ て 害される こ とが ない とうた う 。

以下それ ぞれ の 歌の 対応 と特徴 を確認 した い
。

1）ACD がほ ぼその まま対応

　　
・1句 目はすべ て 見解 に つ い て 。 A1 の 常断の 二 辺 も見解に つ い て だが ，こ こ で は偏見

　　 に陥 っ て い る 。 常見 は空 に よっ て ， 断見 は現れに よ っ て それ ぞれ 否定され る 。

　　
・2 句 目は，

B2 を除い て修習につ い て であるが ，　 B2 の精進 は修習に関係する可能性が

　　 ある 。

　　・3句 目は，
B3 を除い て行に つ い てで ある

q6）
。

2）繰返 される単語

　　
・現れ と空 ：B1

，Cl ，
　Dl

　　
・楽 と空 ：C3

，
D2

　　 ※ B2 の 「空 と法身」も関係する可能性が ある 。

　　
・
法身 ：A5 ，

　B2 ，
　C5，　D6

　　・自らの心 ：A6，B7，C8

　　
・自らの 心 と仏 ：B7

， C8

3）世俗の もの と勝義の もの

　　・輪廻 と涅槃 ： A5 ，　C5

　　
・現れ と空 ：BL 　CI

，
D1

　　・世俗 と勝義 ： B6

　　・煩悩 と智慧 ：C7

4）同
一

レ ベ ル で の 対立

　　・白と赤 ：B4

　　・今生 と来世 ：C4

　　・歓び と苦しみ ：C6

　　・楽と苦 ：D5 （≒ C6）

　 ミ ラ レ ーパ は こ れ らの 体験的な歌の 応酬 を通 し て，レ ーチ ュ ン パ の 仏教理解 を発展 させ る 。

まず，ミ ラ レ ーパ の 質問に対 し，A で レー
チ ュ ン パ は見解 修習，行 の 要点 に つ い て とい い な

が ら，修行の 要点 を確定で きな い 自身の現状 に つ い て うた っ た 。 歌の 中で so　mtshams とい う言

葉を用 い
， ある 二 つ の 事象の 境目とい うよ うに，ある事象 と事象を別 々 の事柄として 区別して

しま っ て い た 。 A の よ うなレ ー
チ ュ ン パ の歌に対 して ミ ラ レーパ が， レー

チ ュ ン パ には要点が

確定で きない とい うだ けでは な く，他 の 理解があ るはずだと指摘 したこ とに よ っ て ，レ
ー

チ ュ

ン パ は再び B の 歌をうたう。 しか し，B の 歌の段 階で は，ある事象か らある事象を獲得 し，そ

こ か らある事象の 存在を否定する とい う関係で あ っ た 。 そこには対象 a とそ こ か ら獲得され る
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対象 b，そ して 否定され る対象 c とい うよ うに．それ ぞ れ を異な っ た事物 として捉えて分別して

い る ため まだ不完全で ある 。 そ こで ミラ レ
ーパ が C の 歌 を うた い ，二 つ の 項 目に区別が な くな

る とい う分別の な い 状態に よ っ て こ そ，ある事象を理解する と指摘 して ，レー
チ ュ ン パ の 過ち

を指摘する 。 分別 を否定す る ミラ レーパ の 歌 を聞 い た レーチ ュ ン パ は，教 えを正 しく理解 し，

D の 歌 を うた っ た 。 D の 歌は事象 a と事象 b の 中有 に事象 c が，対象ある い は 二 つ と して あ る

こ とを否定 し，差別 を越えた無差別の 境地 と して の 中有の 状態に つ い て 述べ て い る 。 C の 歌で

ミラ レーパ が dbyer　med ，もしくは khyad　med と うた っ て い た の をレ ーチ ュ ン パ は更に D の 歌

で bar　do と い う言葉 に うた い 直す 。 こ の よ うな積極 的，発展的な歌の 問答 を通 じて ，差別的 な

見 方を越 えた無差別の 状態 をミ ラ レーパ は レーチ ュ ン パ に理解 させ よ うと した の だ ろ う。

3　 ミラ レ ー パ の意図

以上の ような歌の応酬の後， ミラ レーパ は次の よ うに レー
チ ュ ン パ に述 べ た 。

「レー
チ ュ ン パ よ，正 し い 体験 とい うの はそ れ だ 。 器で ある弟子 とい うの もお前の こ とを言

うの だ 。 ラ マ を喜 ばせ る 方法は 3 つ
“7）

ある 。 まず信仰 と智慧 に よ っ て ラマ を喜 ばせ る 。 次

に聞思の 入 り口 を違える こ とな く大乗の 密教の 門に入 り，実践 に精進 して 修習 した こ とに

よ っ て 〔喜ばせ る〕。 最後 に優 れた体験 と証悟が順次生 じる こ とに よ っ て 〔ラ マ を喜ばせ る

の だ 〕（『十万歌』 86a−86b）（18｝
」

　 レーチ ュ ン パ は ミ ラ レーパ 同様 実父 を幼い 頃に亡 くした が，もと もと聡 しか っ た彼は経 を

読誦 し，布施 を集め て 父 母を助けて い た 。 しか しミ ラ レーパ の 歌を偶然耳に して彼を信仰する

に至 り，レーチ ュ ン パ は母 と義父 の もとを離れて ミラ レーパ に師事 した 。 彼は ミラ レ
ーパ か ら

教 えを授か り，密教 を学 ん で 修習に励 ん だ 。 その 後，イ ン ドま で 求法 の 旅に も出るが ，タキ ャ
・

ドジ ェ ゾ ン で の や り取 りに見 られる よ うに， ミラ レーパ との 歌の や り取 りを通 して，体験 と証

悟 を徐 々 に生 じさせ た 。

　先ほ どの 言葉に 続けて ミ ラ レーパ は レ ーチ ュ ンパ に対 し，

「さあ，口 で し ゃ べ っ た 〔だ けの 〕言の 葉を喜ぶ ので は な く
く19｝

，〔言葉の 真 の 〕意味 を実践

する ため に，〔何で あれ〕生 じた 限 りの 全 て の もの で 心 を内に向けて修習 しなさい
。 私 に

対 し て もラ マ ・マ ル パ は，『経や タ ン トラ を多 く知 らず ともよ い 。 言説 を追 い かける こ と

な く，心 を内に向けて ラ マ が説か れ た
一
切の 如 くに修習せ よ』 とお っ しゃ られた 。 それ ら

諸々 の す ぐれた教 えを忘れず実践 したた め，輪廻 に対する厭離 とこ れ らの 功徳が 心 に生 じ

た の だ 。 お前 も我 が ラ マ
・マ ル パ が説か れ た如 く行い なさ い （『十万歌』86b）〔20）

」

と レーチ ュ ンパ に述べ る。 ミラ レ
ーパ は論理学や 問答な ど言葉の論争 に耽る こ とな く，修習 を

修行の 中心に置 くようレ
ー

チ ュ ン パ に促 して い る
〔2D

。

　先 にうたわ れた歌 は，仏教を学ん だこ との ある者ならば ， 誰で もわか る平易な単語 を用 い て

うたわれた歌ばか りで あ る 。 これ ら の 歌 を通 して，ミ ラ レ ーパ は レーチ ュ ン パ に何か新 しい 仏

教 の言葉や概念 を教 え込 もうと した の では な く，む しろ慣 れ親 しん で い る仏教の 言葉を置き換
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え発展させ て い く中で ，レーチ ュ ン パ の 仏教理解の 成熟 を図 っ た 。 ミラ レーパ 自身，議論や問

答 を通 して仏教理解を深め た の で は な く，マ ル パ から授か っ た教えを苦行 の 中で 修習す る こ と

に よ っ て深 い 悟 りを獲得 し，そしてそ こか ら得た 自身の 体験 的理解 を多 くの 歌 に うた っ て 所化

た ち を教化 した の で ある 。

4　 おわ りに

　 レーチ ュ ン パ は幼 い 頃か らミ ラ レーパ に師事 し，後に渡印して 教えを授か る こ とは あっ た も

の の ，その 教 えの 基礎 はミ ラ レーパ に負 っ て い る 。 またカ ダ ム 派の 顕教を修め終わ っ た後に ミ

ラ レーパ に師事した ガ ム ポパ と違 い ，長 い 時間共 に遊行 した レーチ ュ ン パ と ミ ラ レ ーパ は
， 親

子の ように深 い 結 びつ きをもっ た師と弟子であ っ た 。 後にイ ン ドで教えを授か っ て きた こ とに

よ っ て傲慢 とな り，師に反発 して 煩わせ る こ と もあ っ たが
， それ で もレー

チ ュ ンパ は ミ ラ レ ー

パ か ら見放 される こ とな く大切な愛弟子として 扱われ た 。

　「タキ ャ ドジ ェ ゾ ン の 話 後編」に 見られ る レ ーチ ヱ ン パ に対する ミ ラ レーパ の 指導方法は，

歌 の 応酬 を通 して弟子の仏教に対す る理解を確認 し， その 方向性 を正 く導き， そ の 体験の 内に正

しい 理解 を生み 出させ て い くとい うもの で あっ た 。 特に こ れ らの 歌で は
，
so　mtsham か ら myed

pa，
　dbyer　med か ら bar　do へ と言葉を変化 させ て い く中で

， 差別的な境地 を越 えた無差別 な状況

へ と向か う思想の積極的な発展が 見られ た 。

　本稿に よ り， ミラ レーパ の レーチ ュ ン パ に対す る指導方法 とその 内容の 一端が 明らか とな っ

た 。 今後 は，レー
チ ュ ン パ と同 じ くミ ラ レーパ の 二 大弟子の 一人で ある ガ ム ポ パ の 思 想の 中に，

ミ ラ レーパ の 教 えが どの ように息づ い て い る の か に つ い て 分析 を行 ない た い 。
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注

（1） mgur は gluと比べ て ，宗教的な意味合 い を含 ん だ歌 と され る が ，チ ベ ッ ト仏教前伝期に あ っ て

　　 は mgur と gluはほぼ同じ意味で使われて い た （Don 　grub　rgyal 　1997，　338）。 ツ ァ ンニ ョ ン の作品

　　 で は全 て mgur の 言葉が使われるが，ミ ラ レーパ の 直弟子で ある ゲ ン ゾ ン ・トン パ （Ngan 　rdzon

　　 ston 　pa）と シ バ ウー （Zhi　ba’
od ）が 文字に し た と され る rコ

’
e　btsun　chen 　po　mid 　la　ras 　pa

’i　／　 am 　thar

　　 zab 　mo で は ミ ラ レーパ の歌を現す際に mgur と gluが混合 して使用 されて い る （rje　htsun　chen

　　 po　mid 　la　ras　pa
’i　rnam 　thar　lab 〃mo 　in　rJ

’
e　btsun　mi 　la　ras 　pdi　gsung

’bum ・vol ．1）。なお，本論文で は

　　 mgur の 訳語として 「歌」を用 い た 。

（2）　ッ ァ ン ニ ョ ン は 『ミ ラ レーパ 伝記』 を，レーチ ュ ン パ か らの 問い かけに ミ ラ レーパ が答えて，自

　　 身の伝記を 自分の 口 か ら語る とい う形式 で 編纂 した 。 こ の こ と と，ッ ァ ン ニ ョ ン の 弟子が ッ ァ ン

　　 ニ ョ ン を ミ ラ レ
ーパ の 化 身である と主張して い た こ とを理由に，Quintman氏は ッ ァ ン ニ ョ ン 自

　　 身が 自らを ミ ラ レーパ の 化 身と考えて い た と主張する が ，そ の よ うに は断言す るこ とは難 しい 。

　　　ツ ァ ン ニ ョ ン は自身こ と を，カ ギ ュ
ー派の 先達者たちの 意志 を継 ぐ者だ と は 主 張 し た が，自分

　　　自身が ミ ラ レーパ の化身である とは，書 き残して い な い 。 （『ッ ァ ン ニ ョ ン 伝』 132；Smith　2001，

　　 61−61；Quintman　2010，28−29）。

（3）　ミ ラ レーパ は ガ ム ポ パ に トゥ ン モ な どの 教誡 を授 け て修習 させ T 修習 の 中 で 生 じた ガ ム ポ パ の 体

　　 験を解釈 し，更に指示 を与えて修習 させ る こ とを繰返 した （渡邊 2011 参照）。

（4） Roberts 氏は ，レーチ ュ ン パ の 生涯 に 起 っ た出来事を取 り上げ，『レー
チ ュ ン パ伝』や 『ミ ラ レーパ

　　 伝』な どの よ うな伝記や，歴史書など に おけ る それ らの 記述 の 比較研 究を行なっ て い る （Roberts

　　 2007）。

（5）　「無身ダ
ー

キニ
ー

の 法類」はテ ィ ロ
ーパ （Tilopa，988−1069）がダーキニ ーか ら直接教 わ っ た とさ

　　　れ る。こ の法類は 9 つ か らなるが，その 内 5 つ ，もしくは 4 つ をマ ル パ が ナ
ーロ ーパ か ら授か

　　　り，後に レーチ ュ ン パ が 9 つ 全 て 授 か っ て チ ベ ッ トへ と伝えた （渡邊 2012）。

（6） そ の ため，『ミ ラ レーパ 伝』は ミ ラ レーパ の 一人称で 話が語られ る。こ の ような話 の 組 み立 て は

　　　ツ ァ ン ニ ョ ン以前の作品に は見られな い ため，ッ ァ ン ニ ョ ン が作 品に臨場感 を与 えるために と っ

　　　た 仕掛け と思わ れ る。

（7）　 ミ ラ レ ーパ の 弟子 の 指導方法 に つ い て 研究が 見 られ る が，歌の 内容に対する詳細 な分析 は なされ

　　　て い な い （佐藤 1992）。

（8） rje 　btsun　chen 　po　mid 　la　ras　pa
’i　inam 　thar　zab 　mo には，それぞれ の 章の 終わ りに手記者の 名前が

　　 記 され る が，ツ ァ ン ニ ョ ン の 『十万歌』の 章 で は，ほ とん どそ の よ うな記述は見当たらな い 。例

　　 外的に ツ ェ リン マ につ い て の 四つ の章に の み ，手記者の名前が記され る （Cuevas 　2003
，
54）。

（9）　ミ ラ レーパ はガム ポパ と レーチ ュ ン パ ，シバ ウ
ー

の 三 人に夢を見て くる よ う指示 を出した 。 レー

　　　チ ュ ン パ は大きな三 つ の 谷を訪れ て，大声を出すの を夢 に見た。ミ ラ レーパ はそ の夢を解釈 し

　　　て，「お前 は頑固な た め 私 の 言 い つ け を三度破 っ た 。 そ の た め 三 つ の 谷 で，遠 くま で しられ る ゲ

　　　シ ェ
ー

に三 度 〔生まれ〕変わ る だ ろ う」と ミ ラ レーパ に よ っ て授記された （『十万歌』196a）。

（10） 『ゾーナ ク マ 』で は レーチ ュ ン パ が イ ン ドか ら戻 っ て きた後 の 出来事で あ り，話 の 題名 もbrag

　　 steng 　rta 　sga 　sogs 　kyi　skor とな っ て い る （『ゾー
ナクマ 』f．508）。

（11） 大谷大学所蔵 の 木版本 の 標記。青海版 で は，rkyan 　med 　du　bslu　bslu’dra　bcu 　gnyiとあ る 。 また

　　　『ゾーナ ク マ 』で は単に bslu　ba　bcu　gcig　gi　mgur と記 され るが，歌 の 数か ら考えて bcu　gny三の 間

　　　違 い と思 われる 。

（12）　『ゾーナ ク マ 』で は，「私の 間違 い がわか る，どの ような考 えがあ るか試 され て い るの だ 」 と，

　　　レ ーチ ェ ン パ が考え て い る の は，自分
一

人につ い て だ けで あ る （『ゾ ー
ナ ク マ 』 f．487 ）。 ツ ァ ン

　　　ニ ョ ン は所化 を仏 の 教 えに向かわせ るための ，一種 の 模倣すべ き手本として ミ ラ レーパ の伝記 と

　　 歌を編纂 した （『ツ ァ ンニ ョ ン伝』68b；Don　grub　rgyal　1997，　45−48）。 そ の ため t ミ ラ レーパ の問

　　　い を レ
ーチ ュ ン パ に 限定せ ず，読者も ミラ レーパ の 問 い を自分 に置き換 え て考える こ とが で きる
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（13）

（14）

（15）

（16）

（17）

（18）

（19）

（20）

（21）

ように表現を編集し た もの と 思 わ れ る 。

『十万歌』の 「金水の 数珠の 歌 （mgur 　chu 　gser　gyi　phreng　ba）」に中有につ い ての 歌がみ られる 。

しか し，こ こ に うた わ れ る 中有は 「タキ ャ
・ドジ ェ ゾ ン の 話 後編」で うたわ れ る中有 とは異な

り，ナ
ー

ロ
ー

パ の 「六 つ の 中有」 の 考 え を 踏襲 して い る （Back 　1997，93−95 ；Cueva 　2003，54）。

ツ ォ ン カ バ の 著した 「ナーロ ーの 六法」に対する注釈書に も，「金水の 数珠 の 歌」 の 言葉が引用

され る （ツ ォ ン カ バ 1999，164−165）。

第 59 回 チ ベ ッ ト学会で 発表を行っ た際 に，立川武蔵先生 よ りご 指摘 を受 けた 。 Blezers氏 は ミ

ラ レ ーパ が中有とい う語句を限定せ ず自由に 使用 して い る例 と して，D の 歌 と次 の ガ ム ポ パ へ の

歌 を例 に あげて い る （Blezers　199ス28）。 ガ ム ポ パ が 「諸 々 の 中有にお い て ，教誠を簡単に実践

する方法 を教 え て くだ さい 」 と頼 ん だ こ とに ミ ラ レーパ は歌で答える が，そ の 第一連で は，「一

般に，三 界を輪廻する有情と　涅槃 した仏 の 二 つ は　本性 と し て一つ 　見解の 中有は そ うし て

くだ さ い （spyir　khams　gsum
’khor　bゴi　sems 　can 　dang1！mya 　ngan

’das　pa
’i　sangs 　rgyas 　gnyis／1　dngos

po
’i　gshis　la　gnas　lugs　gcig〃lta　ba’i　bar　do　de　la　mdzod ！！）」と うた う。 こ こ で の 中有 とい う言葉 も，

「A と B の 問」 とい う意味 で はな く A と B を包括 し た状態，差別を越えた無差別 の 境地 を指 し

て い る と 思 わ れる （『十万歌』195b −196a＞。

『ゾ ー
ナ クマ 』では D4 −2 は，　 rnam 　dag　dkar　po

’i　sems 　las　medf ！（『ゾー
ナ ク マ 』f．490）。

レーチ ュ ンパ が ミ ラ レーパ の もと を離れ る時に も，ミ ラ レ
ーパ は，「息子 よ，見解 は偏 らせ て は

な ら ない よ　修 習 は寂静処 を 旨 とす る の だ よ　行 は 悪 友 を 捨 て る の だ よ （bu　lta　ba　phyogs 　ris　rna

bye　ang ！！　sgom 　pa　ri　khrod 　zung 　cig 　ang ！！　spyod 　pa　grogs　ngan 　spong 　cig　ang ！1＞〔後略〕」 と見解 ・修

習 ・行に つ い て語 り聞か せ て い る （『十万歌』250a−250b＞。

ガ ム ポパ の 「タル ゲ ン （dαm 　chos 　yid　bzhin　nor 　bu　tharpa 　rin 　po 　che
’
i　gyan）』で は師に親近す る方

法と して ，「恭事と服侍を通 じて ，信解 と尊敬を通 じて ，修行と勉励を通 じ て （bkur　sti　dang　rim

gro
’i　sgo 　nas 　ji　1tar　bsten　pa　dangf　rnod 　pa　dang〆gus　pa

’i　sgo 　nas 　ji　ltar　bsten　pa　dang！　bsgrub　pa　dang

nan 　tan　gyi　sgo 　nas 　ji　ltar　bsten　pa’

o ）」と 説かれ る （『タル ゲ ン ⊥ f．78）。

ras 　chung 　pa　nyams 　myong 　mtshan 　nyid 　pa　de　yin！slob　ma 　snod 　ldan　bya　ba　yang　khyed　la　zer 　ba　yin
tef　bla　ma 　mnyes 　thabs 　gsum　lasf　dang　po　dad　pa　dang　shes 　rab 　kyis　bla　ma 　mnyes 　par　byas1　bar　du

thos　bsam　gyi
’
jug　sgo 　ma 　log　par　theg　pa　chen 　po　sngags 　kyi　sgor 　zhugs 　shing1 　nyams 　len　la　snying

rus 　bskyed　cing 　bsgoms　pas！tha　mar 　nya 皿 s　rtogs　khyad　par　can 　rims 　kyis　skyes ’dug　gis！

現在で も，ニ ン マ 派や カ ギ ュ
ー派な どがゲ ル ク 派 を批判す る 際 に こ の よ うな こ うした 言葉 が よ く

用 い られ る （ツ ル テ ィ ム ・
ケサ ン 氏 の 教示）。

da　kha　bshad　thig　gi　lo　ma 　la　ma 　dga’　bar1　don　nyams 　su 　len　phyir　byung　tshad　kyis　kha　nang 　du　bltos
la　sgoms 　shig1 　nga 　la　yang　bla　ma 　mar 　pa

’i　zhal 　nas！mdo 　rgyud 　kyi　shes 　rgya 　med 　kyang 　rung 　gis！tha

snyad 　kyi　tshig　phyir　ma
’brang　bar！　kha 　nang 　du　bltos　la　bla　ma 　ci　gsung　gi　bka

’bzhin　sgoms 　shig

gsung　pa
’i　gsung　khyad　par　can 　rnams 　ma 　rjed 　par　nyams 　su　blangs　pas1　

’khor　ba　la　ble　log　pa　dang　yon
tan　

’di　mams 　rgyud 　la　skyes 　pa　yin1　kyod　kyang　nga
’i　bla　ma 　mar 　pa

’i　gsung　bzhin　gyis　shig

レー
チ ュ ン パ がイ ン ドへ 求法 の 旅 にで かけた原 因は，ミ ラ レ

ーパ が論争相手に対 して 理論的に

答え な か っ た か ら で あ る （『十万歌』156a−156b）。 他 に も，ミ ラ レーパ が施 主の 質問に応え て う

た っ た歌 で 「黒 い 文字の経 を見た こ とが ない 」とうた っ た こ とか らも，ミ ラ レーパ は学問 が 不得

意であ っ たの ではな い か と推測 で きる （『十万歌』77a；kun　dga’　2006，22）。しか し，ミ ラ レ
ー

パ

は 全 くの 無学とい うわ けで は な ぐ マ ル パ に師事する前に は他の 師の もとで 教えを授か っ て い る

（Martin　1982）。

一般に カ ギ ュ
ー派で は行が重 ん じられ る傾 向にあ る が，しか し，こ の ミ ラ レ

ー

パ と論争相手との や り取 りを見る と，ミ ラ レーパ が無学で あ っ た とい うよ りは寧ろ ，学問を行な

う こ とに よ っ て 陥 りや す い 過失 を見抜 い た上 で 行 を修行 の 中心 に据 え て い る こ とが分か る （ツ ル

テ ィ ム 2009，　96−98）。
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